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2)  井川晃彦：心臓突然死と AED. 杉谷会世話人会,2005,11,名鉄トヤマホテル. 
3)  奥寺 敬：中越地震に見る災害時の難病対策について.平成 16年度富山難病対策推進協議会,2005,2,富山市 
4)  奥寺  敬：日本海地震による富山湾大津波シミュレーション.平成 16年度富山県健康危機管理対策特別研修会,2005,2,  

富山市. 
5)  奥寺 敬：防災から減災へ-住民力を向上させる具体策としての一般市民を対象とした AED講習の解説.平成 16年度

富山.県健康危機管理対策特別研修会,2005,2,富山市． 
6)  奥寺 敬：災害時に求められる救急医療.富山市医師会生涯教育研修会,2005,2,富山市. 
7)  奥寺 敬：化学物質による緊急危害対応-もし川に化学物質が流れたらあなたはどう対処しますか-.国土交通省北陸

地方整備局富山河川国道事務所特別講演会,2005,3,富山市. 
8)  奥寺 敬：救急処置における BLSと AEDの原理と解説.富山市医師会・ACLS導入研修会, 2005,3,富山市． 
9)  奥寺 敬：災害時の病院の役割.富山市民病院・災害医療セミナー,2005,5,富山市. 
10)  奥寺 敬：災害看護の概論.新潟県立看護大学教官ミニレクチャー,2005,5,上越市. 
11)  奥寺 敬：熱中症の臨床像.今夏の天候と熱中症に関する講演会,2005,6,富山市. 
12)  奥寺 敬：松本サリン事件における医療対応-事件からの教訓と関係機関の連携-.大阪府泉佐野保健所健康危機管理    

連絡会議,2005,7,泉佐野市. 
13)  奥寺 敬：集団災害時の対応について.鹿児島救急医学会三部会（第 58 回医師部会・第 34回看護部会・第 21 回救

急隊員部会）合同特別講演,2005,9,鹿児島市. 
14)  奥寺 敬：災害時の救急医療-21世紀の災害像.災害医療研修会,2005,9,名瀬市. 
15)  奥寺 敬：災害拠点病院に求められる医療.平成 17年度伊那中央病院災害医療研修会,2005,11,伊那市. 
16)  奥寺 敬：地域中核病院に求められる救急医療と災害医療-医療安全の視点から.第 7 回氷見市民病院医療安全研修

会・特別講演,2005,11,氷見市. 
17)  奥寺 敬：救急災害医療における危機管理.平成 17年度石川県病院協会・救急医療体制強化事業研修会,2005,12,七尾    

市. 
18)  若杉雅浩：救急救命士の処置拡大とメディカルコントロール.平成 16 年富山ブロック救急隊員研修会,2005,2,大山町  

消防本部. 
19)  若杉雅浩：救急隊の現場活動と救急病院の役割.富山赤十字病院第 5階救急事例検討会,2005,5,富山. 


